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平成２３年３月１３日に，放射線医学総合研究所か
らの派遣チームの総括として，自衛隊ヘリで千葉
から福島県災害対策本部に移動し，３月１６日まで
福島県の緊急被ばく医療の対策支援を行った。
DMATとして仙台に派遣されていた本学附属病
院の小淵助教，徳永助教に急遽，仙台から福島へ
の移動を命じ，チームに加わるよう指示した。
通信機能の低下，緊急被ばく医療に強い人的ネ
ットワークの不足から困難を極めたなか，避難住
民のサーベイ及び除染の体制構築と事故原発内の
作業員の緊急被ばく医療体制構築の二つに絞って
活動した。これまでの想定を超えた事故であり，
避難住民の数も多かったこと，気温の低下，断水
による水の不足などから効率的な除染が不可能で
あることを考慮して，健康被害のないレベルまで
除染を必要とするスクリーニングレベルを引き上
げる決定をした。３月１４日の水素爆発によって受
傷した傷病者の搬送の手配を支援する役目であっ
たが，通信手段の機能低下のため，オフサイトセ
ンターの医師との連携は困難を極めたが，創内に
放射性物質汚染が確認された傷病者一名を，福島
から千葉の放射線医学総合研究所まで，自衛隊ヘ
リで，小淵助教と徳永助教に搬送するよう指示し
た。
４月からはＪビレッジに置かれた救急医療の前
線基地に，医療班の統括医師の派遣要請があり，
本学附属病院医師（合計５名）がその役を担った。
福井県立病院の医師２名と共に，初期のＪビレッ
ジ統括医師１５名中，７名までが福井県の救急医に
よって担うスタートであった。Ｊビレッジでは事
故原発からの傷病者が搬送され，自衛隊，DMAT，
東京電力病院の医師，看護師達の統括医師として，
活動した。
７月になると，事故原発の敷地内に急遽造られ
た救急室への派遣要請を受け，Ｊビレッジから第
一発電所内へと活動場所が変わることとなった。
第一発電所内は空間線量も高く，出入りはタイベ
ック，全面マスクの着用が必要であり，長期間の
滞在を避けるために４８時間の待機で引き継ぐロー
テーションで救急医が活動した。この活動は今も
続いている。
本学が敦賀市との連携のもとに，科学技術戦略
推進費の補助を受けて，平成２１年度から開始して
いた「緊急被ばく医療に強い救急総合医養成」に
よって育ちつつあった医師達が，現地で大きな貢
献をし，今なお活動し続けている。彼等が，我が
国にまだ少ないこの領域に強い医療人養成にも大
きな力を発揮するであろう。
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